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７月の主な活動
 4日 化学・資源エネルギー

合同部門連絡会

 10日 第6回青年委員会

 14日 土曜相談会
  男女平等研修会

 18日 第9回四役会議

 21日 食ネット学習会

 21～22日 青年委員会
サマーフェステバル

 24日 第4回政策委員会

 25日 朝街宣

  第9回執行委員会

 28日 金属部門連絡会
  親子ものづくり教室

運動への参加と組織の拡大

　労働運動の更なる発展をめざし連合本部・構成組織・地方連合
会の総力を結集し組織拡大の道のりを切り拓こう

1000万連合実現プラン
　「1000万連合実現プラン」とは、構成組織・地方連合会の共同責任におい
て、労働運動の原点であり、総合力を発揮する「組織化・組織拡大」を進め
る事により、労働運動の活性化を図り、連合運動の再構築に繋げ、連合結成
30周年の2020年までに「1000万連合」を実現し、すべての働く仲間の組
織化を目指す。その結果として「働くことを軸とする安心社会」を実現する
ことです。

◆組織拡大・強化のために
　連合本部は、2020年までの８年間について、運動の柱を「組織拡大」と
位置づけ、「1000万連合実現プラン」を提起し、減少している組織人員に歯
止めをかけ、今が「反転攻勢へのラストチャンス」という強い意識を持ち、
本部、構成組織、地方連合会が全力を挙げた取り組み姿勢を示しています。
　また連合新潟は、昨年の第21回定期大会で、スローガンに「運動への『参
加』と組織の『拡大』をすすめよう」を掲げ、『参加』と『拡大』を２年間
の運動の柱に据えました。

◆連合新潟の検討課題は
１．組織拡大の取り組みについて
　既存の組合の足元を固める
　①　 パート、定年再雇用をはじめとする

非正規社員の組織化
　②　 名ばかり管理職などの組合員範囲の

見直し
　③　連結・関連企業の組織化
２．組織実態調査について
　加盟組合実態調査の実施
３．「拡大目標設定地域会議」の設置

◆連合新潟全県としては
　昨年リストアップした重点業種から企業を選定し組織拡大に取り組む事と
し、連合新潟、地協役員、組織担当スタッフをメンバーとし取り組みを行う

新
発
田
観
光
タ
ク
シ
ー
設
立

復
活
を
か
け
ス
タ
ー
ト

新
潟
県
内
は

八
月
八
日
か
ら

一
〇
〇
〇
万
連
合
実
現
に
向
け
て

　

新
発
田
市
の
老
舗
タ
ク
シ
ー

会
社
、
新
発
田
タ
ク
シ
ー
が
今

年
二
月
一
日
裁
判
所
に
破
産
申

し
立
て
を
し
て
倒
産
し
ま
し
た
。

　

全
自
交
労
連
新
発
田
タ
ク
シ

ー
労
組
で
は
組
合
員
が
、
自
ら

の
未
払
い
賃
金
の
債
権
を
抱
え

な
が
ら
、「
自
分
た
ち
の
職
場

を
守
る
」「
公
共
交
通
と
し
て

の
地
域
住
民
の
足
を
守
る
」
立

場
で
事
業
継
続
を
し
た
い
と
の

熱
意
に
よ
り
、
全
自
交
、
連
合

新
潟
、
下
越
地
協
が
支
援
に
乗

り
出
し
、
管
財
人
管
理
の
下
、

現
金
決
済
で
営
業
を
続
け
て
き

ま
し
た
。

　

労
働
組
合
が
新
た
に
「
新
発

田
観
光
タ
ク
シ
ー
」
を
設
立
し
、

六
月
一
四
日
北
陸
信
越
運
輸
局

か
ら
営
業
譲
渡
の
認
可
を
受
け

て
七
月
一
日
出
発
式
が
行
わ
れ
、

再
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

新
会
社
は
、
従
業
員
三
一
人
、

　

質
疑
で
は
基
幹
労
連
・
星
野

委
員
か
ら
、
春
季
生
活
闘
争
時

の
講
師
派
遣
や
単
組
訪
問
の
お

礼
と
、
賃
金
カ
ー
ブ
の
維
持
、

行
政
や
経
営
団
体
へ
の
要
請
行

動
、
二
〇
一
三
年
問
題
な
ど
、
新

た
な
取
り
組
み
と
情
報
発
信
に

つ
い
て
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

柏
崎
地
協
・
佐
藤
委
員
か
ら

は
、
三
月
三
一
日
に
柏
崎
市
で

中
小
決
起
集
会
が
開
催
さ
れ
て

地
元
マ
ス
コ
ミ
が
取
り
上
げ
、

地
域
や
経
営
者
へ
も
ア
ピ
ー
ル

で
き
た
こ
と
の
報
告
と
、
日
常

的
に
連
合
新
潟
と
し
て
地
域
で

の
行
動
を
し
て
欲
し
い
と
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
Ｍ
新
潟
・
大
場
委
員
は
、

民
主
党
と
連
合
が
進
め
る
社
会

保
障
と
税
の
一
体
改
革
に
対
す

　

連
合
新
潟
は
、
六
月
二
七
日

新
潟
市
の
ガ
レ
ッ
ソ
ホ
ー
ル
で

第
五
〇
回
地
方
委
員
会
を
開
催

し
、
役
員
、
地
方
委
員
な
ど
約

一
〇
〇
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
齋
藤
会
長
は
、
後

半
活
動
の
課
題
で
あ
る
組
織
拡

大
に
つ
い
て
、
昨
年
一
一
月
の

大
会
で
連
合
新
潟
の
運
動
の
柱

に
据
え
た
、「
運
動
へ
の『
参
加
』

と
組
織
の
『
拡
大
』
を
す
す
め

よ
う
！
」
を
い
か
に
実
践
す
る

か
で
あ
り
、
構
成
組
織
と
連
合

新
潟
・
各
地
協
が
一
丸
と
な
っ

て
、
組
織
拡
大
を
進
め
て
い
こ

う
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

報
告
事
項
で
は
第
四
九
回
地

方
委
員
会
以
降
の
活
動
、
二
〇

一
二
年
度
上
半
期
財
政
と
会
計

監
査
の
報
告
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

審
議
事
項
で
は
二
○
一
二
春

季
生
活
闘
争
の
中
間
ま
と
め
な

ら
び
に
組
織
拡
大
の
当
面
の
取

り
組
み
な
ど
四
議
案
が
全
会
一

致
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

る
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

地
方
委
員
会
後
の
学
習
会
で

は
、
連
合
組
織
拡
大
・
組
織
対

策
局
の
篠
原
淳
子
局
長
を
講
師

に
、「
一
〇
〇
〇
万
連
合
実
現

プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
、
当
面
の

検
討
課
題
に
対
す
る
説
明
を
受

け
二
〇
二
〇
年
の
一
〇
〇
〇
万

連
合
実
現
に
向
け
た
、
具
体
的

ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

二
三
台
で
発
足
し
、
役
員
、
従

業
員
一
丸
と
な
っ
て
安
全
輸
送
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
徹
し
て
い

こ
う
と
気
持
ち
も
新
た
に
し
て

い
ま
す
。

　

倒
産
後
の
事
業
継
続
は
、
県

内
で
初
め
て
の
ケ
ー
ス
と
い
う

こ
と
で
、
タ
ク
シ
ー
業
界
も
注

目
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
関
係
団
体
、
各
構
成
組

織
の
皆
さ
ん
に
厚
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
引
き
続
き

ご
利
用
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
「
な
ん
で
こ
ん
な
に
生
き
づ

ら
い
の
？
」「
こ
れ
っ
て
私
だ

け
の
悩
み
？
」「
こ
ん
な
こ
と

で
困
っ
て
い
る
ん
だ
け
ど
・・
」

「
ど
こ
か
お
か
し
い
よ
ね
？
」

そ
ん
な
み
ん
な
の
キ
モ
チ
を
の

せ
て
、
反
貧
困
キ
ャ
ラ
バ
ン
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

北
海
道
と
沖
縄
か
ら
二
つ
の

ル
ー
ト
で
、
二
台
の
キ
ャ
ラ
バ

ン
カ
ー
が
一
〇
月
二
〇
日
東
京

の
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
全
国
を

走
り
ま
す
。

　

東
ル
ー
ト
は
北
海
道
を
出
て

東
北
六
県
を
回
り
、
八
月
八
日

福
島
か
ら
新
潟
に
入
り
富
山
に

引
き
継
ぎ
ま
す
。

　
ど
ん
ど
ん
高
く
な
る
日
本
の

貧
困
率

　

格
差
と
貧
困
が
ま
す
ま
す
広

が
る
中
、
東
日
本
大
震
災
・
原

発
事
故
が
起
き
、
世
の
中
に
は

閉
塞
感
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
よ

く
な
ら
な
い
の
か
。
何
が
貧
困

を
生
み
だ
し
て
い
る
の
か
。
自

殺
者
は
毎
年
三
万
人
を
超
え
、

餓
死
・
孤
立
死
の
報
道
も
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。
正
規
雇
用
と
非

し
て
、
不
安
定
な
雇
用
を
な
く

し
、
地
域
の
中
で
つ
な
が
り
を

作
っ
て
、「
私
た
ち
」
の
声
を

あ
げ
て
い
く
こ
と
が
今
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

誰
も
が
人
間
ら
し
く
生
活
で

き
る
、
希
望
の
持
て
る
社
会
を

つ
く
る
た
め
に
声
を
あ
げ
ま
し

ょ
う
。

＊
県
内
行
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
決
定
次
第
連
合
新
潟
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

正
規
雇
用
の
人

数
で
は
非
正
規

の
割
合
が
高
く

な
り
女
性
の
非

正
規
割
合
は
五

四
・
七
％
（
二

〇
一
一
年
）
に

達
し
て
い
ま
す
。

特
に
若
い
世
代

で
の
割
合
が
高

く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

働
き
が
い
の

あ
る
人
間
ら
し

い
し
ご
と
＝
デ

ィ
ー
セ
ン
ト
・

ワ
ー
ク
を
確
立
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三
年
前
、
約
四
〇
〇

世
帯
、
一
戸
建
て
三

二
〇
世
帯
ほ
ど
の
自

治
会
長
に
就
任
、
今

年
よ
う
や
く
退
任
で

き
た
。
◇
な
っ
て
み

て
驚
い
た
こ
と
は
、

我
が
団
地
の
高
齢
化
。
七
五
歳

以
上
の
後
期
高
齢
者
が
約
一
四

〇
人
、
私
を
含
む
六
〇
歳
以
上

と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
七
割

以
上
。
か
つ
て
、
見
ら
れ
た
子

供
の
遊
ぶ
姿
を
探
す
の
が
大

変
！　

こ
の
状
態
は
、
ほ
と
ん

ど
限
界
集
落
と
言
っ
て
よ
い
。
◇

近
年
、
地
域
の
つ
な
が
り
強
化
、

防
災
・
防
犯
対
策
の
充
実
が
叫

ば
れ
て
い
る
が
、
担
い
手
が
い

な
い
。

　

ど
う
し
た
も
の
か
？
！

　

会
長
は
降
り
た
が
、
顧
問
に

さ
れ
、
悩
み
は
ま
だ
ま
だ
続
く
。

（
キ
リ
ヤ
） 土曜相談会 8月は11日に開催

Ｂ
コンパクトストア「まごころ」の〈三条揚げ〉

　〈三条揚げ〉は三条の５地区の商店街が共同開発したオリジナ
ルブランド商品です。
　外側をカリッと揚げた中身の正体
は、三条の特産品“車麩”を半分に
切り、味付けし、パン粉を付けて揚
げたもので食感は“適度な歯ごたえ
＆ソフト感覚のカツ”。
　〈三条揚げ〉は「まごころ」以外
の市内３店で販売しています。カレー味が絶
品ですが食べ比べもいいかも。（１ヶ105円）
　コンパクトストア「まごころ」は、街なか
の食品や日用品のお店が閉鎖するなか、三条
中央商店街振興組合が、商店街活性化事業計
画の認定を受け、２年前に本町に誕生したお店。お年寄りや近所
の人たちにとって身近な食品スーパー。お値打ち価格のお弁当な
ども人気。運営するスタッフもにこやかで張り切っています。

　　コンパクトストア「まごころ」
　　　　住所／三条市本町4-2-19　　電話／0257-31-2020

（連合県央地域協議会　事務局長　佐藤　春男）

６月のホームページ・アンケート結果発表
質問： 　わたしの職場ではクールビズを採用している。
　昨年の東日本大震災による電力供給力不足から全国民の協
力で節電が行われています。職場（商業ビル、店舗や工場）
での節電も大事ですが、期待されているのは家庭での節電で
す。
　省エネ機器に買い替えることは経済効果と節電を同時に達
成できるひとつの手法です。検討してみてはどうでしょう？
　６月のＨＰアンケートは、震災がれきに関する質問です。
投票お待ちしています。

安
心
し
て
働
く
た
め
に
休
暇
に
つ
い
て
学
ぶ

女
性
委
員
　
青
山
智
香
子
（
日
教
組
）

女ひ
と

と
男ひ

と

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

六
月
二
三
日
（
土
）
新
潟
ユ

ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
で
開
催
の
「
女

と
男
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
、

女
性
委
員
会
は
『
こ
の
休
暇
、

取
れ
る
？
取
れ
な
い
？
』
を
テ

ー
マ
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

い
ま
し
た
。

　

女
性
委
員
が
有
給
休
暇
・
看

護
休
暇
・
育
児
休
業
に
つ
い
て

寸
劇
で
問
題
提
起
し
た
後
、
三

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
各
職

場
の
状
況
が
報
告
さ
れ
、
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

有
休
消
化
の
た
め
に
年
間
計

画
を
立
て
る
職
場
や
、
次
世
代

育
成
支
援
法
の
認
定
を
受
け
る

と
優
遇
措
置
が
あ
る
た
め
、
男

性
の
育
休
実
績
が
上
が
っ
て
い

る
な
ど
の
進
ん
だ
職
場
の
報
告

例
も
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
少
人
数
の
職
場
で
は

権
利
行
使
が
難
し
い
状
況
で
あ

る
こ
と
や
、
中
に
は
看
護
休
暇

を
知
ら
な
か
っ
た
人
も
多
数
お

り
、
普
段
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
や
、
労
働
環
境
の
改

善
が
必
要
で
あ
る
と
再
認
識
し

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
渡
邉
事
務
局
長
の

「
今
日
の
議
論
を
職
場
に
持
ち

　

六
月
二
三
日
か
ら
行
わ
れ
た

「
二
〇
一
二
平
和
行
動
in
沖
縄
」

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

恥
ず
か
し
な
が
ら
、
い
わ
ゆ

る
「
戦
争
も
の
」
の
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
番
組
や
映
画
な
ど
に

昔
か
ら
苦
手
意
識
を
抱
い
て
い

た
私
は
、今
ま
で「
知
る
こ
と
」

を
避
け
て
き
ま
し
た
。

　

一
日
目
の
集
会
で
、
日
本
と

周
辺
各
国
と
の
国
境
問
題
が
、

沖
縄
基
地
問
題
を
複
雑
に
さ
せ

て
い
る
こ
と
を
学
び
、
全
国
か

ら
集
ま
っ
た
連
合
の
仲
間
達
と

意
見
交
換
し
、
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た

が
、
二
日
目
の
平
和
学
習
会
は

一
変
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
想
像
以
上
で
し
た
。

旧
海
軍
司
令
部
壕
、
嘉
数
高
台
、

ひ
め
ゆ
り
の
塔
、
平
和
の
礎
を

巡
り
、
思
わ
ず
目
を
背
け
た
く

な
る
画
像
や
、
あ
ま
り
に
悲
惨

過
ぎ
て
読
み
進
め
ら
れ
な
い
文

言
ば
か
り
で
し
た
。

　

し
か
し
今
回
こ
の
地
を
訪
れ

た
主
旨
を
思
い
起
こ
し
、
時
間

の
許
す
限
り
頭
に
焼
き
付
け
て

来
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、「
オ
ス
プ
レ
イ
」

配
置
に
揺
れ
る
普
天
間
基
地
を

望
み
、
沖
縄
の
抱
え
る
問
題
を

目
の
当
た
り
に
し
、
沖
縄
に
住

む
人
々
の
辛
さ
、
不
公
平
さ
を

強
く
感
じ
ま
し
た
。
そ
う
思
う

ほ
ど
に
、
何
と
も
言
い
難
い
怒

り
が
こ
み
上
げ
、
そ
の
日
最
後

に
行
っ
た
デ
モ
行
進
で
の
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
に
も
、
自
然
と

力
が
入
り
ま
し
た
。

　

改
め
て
、
戦
争
問
題
か
ら
目

を
背
け
て
い
た
自
分
を
大
い
に

反
省
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も

こ
う
し
た
沖
縄
の
諸
問
題
や
、

ひ
い
て
は
世
界
各
国
で
続
く
戦

争
問
題
に
対
し
深
く
関
心
を
持

ち
、
積
極
的
に
周
囲
の
人
達
と

話
し
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
そ
う
す
る
こ
と
で
、
一
人

の
人
間
と
し
て
、
平
和
維
持
へ

の
責
任
を
果
た
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

帰
り
、
声
を
か
け
て
ほ
し
い
。

『
あ
の
と
き
こ
の
制
度
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
れ
ば
…
』

と
悔
や
ま
れ
る
こ
と
が
無
い
よ

う
に
み
ん
な
で
学
習
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
次
の
世

代
の
た
め
に
も
安
心
し
て
働
け

る
労
働
環
境
を
作
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
い
う
挨
拶
で
閉
会

し
ま
し
た
。

平
和
行
動
in
沖
縄
に
参
加
し
て

古
田
　
小
綾
香
　

（
女
性
委
員
会/

電
機
連
合
・
新
光
電
気
労
組
）

2012年連合地協「平和運動」一覧
地協名 イベント名 実施日時 実施場所

下 越 地 協 平和・祈り
キャンドルナイト ７月29日（日） 新発田市生涯学習センター

新 潟 地 協 第22回平和の祈り
「信濃川とうろう流し」

８月３日（金）
18：30

やすらぎ堤左岸
（八千代橋下流）

佐 渡 地 協 平和集会 ８月21日（火）
18：30

アミューズメント
佐渡

県 央 地 協 東日本大震災から
復興そして学ぶもの

７月26日（木）
18：30

燕三条地場産
リサーチコア

中 越 地 協

第18回
「平和の森コンサート」 ７月31日（土） 平和の森公園

非核平和都市宣言市
「市民の集い」・

平和フォーラム

８月１日（月）
８：00

平和の森公園・
アオーレ長岡

中 越 地 協
小千谷支部

小千谷地区
　平和の集い

７月16日（月）
18：15

市学習センター
「楽集館」

中 越 地 協
北魚沼支部 平和の集い 調整中 小出ボランティア

センター
中 越 地 協
南魚沼支部 平和の集い ８月９日（木）

19：30
南魚沼市役所
大会議室

柏 崎 地 協 柏崎地協
　第18回平和集会 ８月21日（火） 柏崎市産業文化会館

上 越 地 協 平和集会 ８月20日（月）
18：30

リージョンプラザ
上越


